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平成２９年度 徳島県立徳島北高等学校 学校評価計画

１ 本校の学校経営の基本方針

生徒がはつらつと活動する活力ある学校づくりと保護者・地域社会から信頼される学校づくりに取り組み，「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を身に付けることができる教育の実現に努める。

２ 本年度の重点目標

（１）自ら学ぶ姿勢と自主的・自律的な行動力を育成する。

（２）人権を尊重する豊かな心を育成し，好ましい人間関係を築かせる。

（３）授業の工夫・改善と充実に努め，確かな学力を身に付けさせる。

（４）生徒一人一人の個性や創造性を伸長させて，進路希望の実現をめざす。

（５）国際的視野を持ち，地域社会に貢献できる人材を育成する。

３ 本年度の各課・各学年・各教科の取組

（１）各課

ア 企画課 ＊ 総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 学校評価のＰＤＣＡサイクルを確立し，実 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

践内容の理解度を向上させる。

①学校評価計画についての認知度を80％以上に （評定）

する。

②教職員による学校評価研修会の満足度を85

％以上にする。 （所見）

活動計画 活動計画の実施状況

①(ｱ) 教職員については，研修会等を通して評価

計画についての共通理解を図る。

①(ｲ) 保護者及び生徒については，リーフレットや

ホームページ等を活用し，適切な資料提示を心が

け周知を図る。

②研修内容及び方法については，管理職・指導教

諭及び関係各課と協議し，一層の充実を図る。

２ 総合的な学習の時間の充実を図る。 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

①授業評価アンケートにおける授業満足度につい （評定）

て，「満足している」と回答した割合を90％

以上にする。

（所見）

活動計画 活動計画の実施状況

①(ｱ) 進路に関する講演会及び体験的な活動を

各学年１回以上行い，進路意識の高揚を図る。

①(ｲ) 生徒が主体的かつ積極的に授業に参加で

きるよう，話し合いや発表を取り入れた授業を行

う。

①(ｳ) 生徒の進路実現に資する実践的な力を養

えるよう，全体計画を再構築する。
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イ 総務課 ＊ 総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ ＰＴＡ活動を活性化させる。 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

①学校評価アンケートの「PTA総会や学年部会に （評定）

積極的に参加した」について，「参加した」と回答し

た保護者の割合を65%以上にする。

②保護者への案内文書について，全てホームペ （所見）

ージに掲載し，学校評価アンケートの，「PTA活動

についての連絡は適切である」について「適切で

あった」と回答した保護者の割合を

85%以上にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①②ＰＴＡ活動の案内・報告をホームページに掲載

し，参加を促す。

ウ 教務・情報課 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 生徒の多様な進路目標の実現につなが 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

る教育課程を編成することで，主体的に学ぶ

意欲・態度を育成する。 ①本校の教育課程について，生徒の進路目標に （評定）

対応し，個性を伸ばし将来の希望を実現できるよ

う工夫されていると回答した割合を80％以上にす

る。

（所見）

②教科会，教育課程検討委員会，職員会議等の

開催回数を学期に１回以上確保する。

活動計画 活動計画の実施状況

①各学年や各課と連携し，生徒の学力や進路希

望調査等を分析し，可能な範囲で履修学年や開

設科目・履修単位数を見直す。

②教育課程や大学入試センター試験等に関する

情報提供・交換や共通理解を図り，生徒の実態把

握に努め，適正な教育課程を編成する。

２ 生徒の目標を明確にさせ，主体的に学ぶ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

姿勢を育成することで，学習意欲の向上や学

力向上を図る。 ①教員において，教科指導における基礎基本の （評定）

徹底を図っていると回答した者及び学習意欲の向

上や学力向上への取り組みができていると回答し

た割合を95％以上にする。

（所見）

②各定期考査において，欠点保持者数を10％以

下にする。
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③各定期考査において，成績優秀者（80点以上）

の割合を，25％以上にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①研究授業週間を設けて（年間２回），各教科にお

ける目標や効果的な指導方法等についての研究

を行う。その際，授業評価を行うことで，指導方法

の工夫や授業力の向上に努めるとともに，本校生

徒の実態や課題について共通理解を図る機会を

確保する。

②各学期末考査前に「弱点教科補強指導講座」を

開講し，苦手科目についてのポイントを指導するこ

とで，家庭学習の援助を行う。また長期休業中に

「基礎学力養成講座」を開講し，基礎基本の定着

に焦点を絞り，苦手科目の克服への援助を行うこ

とで，欠点保持者数を減少させる。

③集会等の機会を捉え，継続的な学習及び意欲

の向上についての啓発を行う。

３ 生徒が明確な目標を持ち，主体的に学ぶ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

態度の育成ができる学習環境づくりや学校運

営を行う。 ①年間行事計画を見直し，生徒の進路目標等，生 （評定）

徒理解が可能なように年間３回の面接週間を確保 B

する。

②１・２年の年間授業時数を法定時数の80％以上 （所見）

とする。

活動計画 活動計画の実施状況

①面接週間をはじめ，担任等が十分生徒理解に

努められるよう，行事の見直しや校務の精選，学

校支援システムの研究に努める。

②各課・学年等と連携を図り，日程等を調整するこ

とで，授業時数確保に努める。また，月曜日の授

業については，特別時間割に組み込むなどバラン

スをとる。

４ 学校支援システムの適正運用に努める。 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

①期限までに全ての出欠入力を完了する。 （評定）

②期限までに全ての学事処理を完了する。

（所見）

活動計画 活動計画の実施状況

①１週間単位で出欠未入力を連絡する。

②入力方法についての研修や案内をテスト時や

期末に必要に応じて行う。
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エ 国際交流課 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 国際交流に積極的に取り組み，外国のこ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

とに興味・関心を持った生徒を育てる。

①異文化学習の機会を年間２回以上提供する。 （評定）

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

①外部から外国人の講師等を招いて，異文化講

演会を実施する。

②海外訪問団を積極的に受け入れ、科を問わず

多くの生徒との交流の機会を計画する。

２ 異文化の中で生活できる機会を提供す 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

る。

①海外研修（修学旅行・派遣を含む）の参加者を8 （評定）

0名以上にする。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

①(ｱ) 海外研修のパンフレットや説明会など情報

提供を充実させる。

①(ｲ) 派遣プログラムなどの情報収集に努める。

①(ｳ) 事前指導を３回以上実施し，安全実施のた

めの準備を徹底する。

３ 海外姉妹校との交流を活発に行う。 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

①ニュージーランド・タイ・ドイツ姉妹校とのEメールな （評定）

どを用いたグループ交流を１回以上行う。

②×

（所見）

活動計画 活動計画の実施状況

①国際英語科・普通科の希望生徒を募り、Ｅメー

ル・スカイプ等を用いて，現地とのグループ交流を

実施する。

オ 特別活動課 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 学校行事（学校祭・球技大会等）の活性 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

化を通して，生徒の自主的・自律的な行動力

を育成する。 ①学校評価アンケートにおいて，生徒一人一人が （評定）

自己実現の場として学校行事を位置付け，「自主

的・積極的に取り組むことができた」と回答した生

徒の割合を90％以上にする。
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②学校評価アンケートにおいて，「学校行事や生 （所見）

徒会行事には，生徒の意見が取り入れられてい

る」と回答した生徒の割合を80％以上にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①生徒会役員が中心となり，各行事計画をたて，

全校生徒が自己の役割や責任を自覚し，取り組む

態度を育てる。

②事前・事後にアンケートを実施し，生徒自身に自

らの取り組みについて状況を把握し，今後の反省

に生かせるようにする。

２ クラスや部活動のみならず，それらを超 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

えた幅広い人間関係の構築を図るという仲間

作りを意識する。 ①学校評価アンケートにおいて「あなたは，学校行 （評定）

事や部活動に友人や仲間と協力して取り組み，友

好的な人間関係を築くことができた」と回答した生

徒の割合を85％以上にする。

（所見）

②教職員及び保護者において，生徒が「望ましい

人間関係を構築できている」と回答した割合を8

5％以上にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①②計画準備段階においては，生徒会と各ホー

ムルームとの連携を図るのみならず，各ホームル

ーム内でのクラスメイトの関係や部活動内の学年

を超えた関係を密にさせる。

３ 部活動の活性化を通して，生徒一人一人 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

の個性や創造性を伸長させ，何事にも前向き

に取り組む能力や態度の育成を図る。 ①部活動参加率を全体生徒の85％以上にする。 （評定）

②学校評価において，「部活動は，学校生活を充

実させるものとなっている」と回答した生徒の割合

を80％以上にする。また，保護者や教員 （所見）

の回答においても，80％以上にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①新入生対象の部活動紹介を充実させる。

②部活動の活動時間を遵守し，各部活動で自主

的で積極的な活動が実現できるよう工夫する。

４ 国際的視野を広げ，社会に貢献する姿 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

勢を育てる。

①地球市民講座において事後アンケートを行い （評定）

「国際的視野を持つことができた」と回答した生徒

の割合を80％以上にする。
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②生徒会主催行事あるいは部活動において地域 （所見）

や社会貢献に通じる活動を年３回計画する。

活動計画 活動計画の実施状況

①生徒の国際的視野がひろがるような講演を計画

する。

②生徒会主催行事あるいは部活動において地域

や社会貢献に通じる活動を取り入れるよう計画す

る。

カ 図書課 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 図書館の利用を通して，読書習慣の育成 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

を図り，主体的に学ぶ態度や読書を楽しむ態

度を身につけさせる。 ①１人当たりの年間利用回数を昨年度より０．５回 （評定）

以上増やすにする。

②授業での利用を昨年度より５回以上増やす。

（所見）

③１人当たりの貸出冊数を０．５冊以上増やす。

活動計画 活動計画の実施状況

①(ｱ) 進路選択に必要な図書や読んでほしい本を

充実させ，「図書館だより」や壁面掲示で広報す

る。また，分類別の展示やテーマ別の特集など，

わかりやすい館内・館外展示を工夫する。

①(ｲ) 図書館を使った授業など，国語科をはじめ

各教科と連携して，読書活動や調べ学習を推進す

る。

①(ウ)読書会等の図書館の企画を広報し，多くの

参加者を募る。

②各教科の先生方に，授業に活用したい本や生

徒に読ませたい本の購入希望図書カードを配布し

て利用の推進を図る。

③図書館の利用状況，貸出状況を適宜知らせる。

キ 環境・防災課 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 校内外の環境美化及び環境問題に取り 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

組む態度と実践力を育成する。

①節電・節水を意識した学校生活を送り，前年度 （評定）

比３％ 使用量を節減する。

②年間３回以上「ゴミ０の日」を設定し，学校全体

で環境問題について考えさせるとともに環境委員

以外の個人参加者を毎回20人以上とする。
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③環境美化に努め，清掃が行き届いているという

実感を持つ生徒の割合を80％以上にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①掲示物や環境委員からの声かけ等により，トイ

レでの日中の節電や移動教室時の消灯，節水の

徹底を呼びかける。

②校内及び学校周辺，勝瑞駅等の清掃ボランティ

ア活動を，環境委員や部活動生徒が中心となって

積極的に行う。

③チェックシートを利用して，ゴミ捨て時に分別を

正確にするよう指導し，資源の再利用を呼びかけ

る。

２ 防災教育を推進し，身近に潜む危険から 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

自らを守るのみならず，災害発生時及び事後

に，進んで他の人々や地域の安全に役立つ ①地震・津波及び地震・火災対応避難訓練を，そ （評定）

ことができる，人材を育成する。 れぞれ年１回早期に実施する。

②１年生を対象とした，水難事故防止のための講

習会等を，夏季休業前に１回実施する。 （所見）

③災害発生時の緊急対応について理解している

生徒を100％にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①②③学校行事やＨＲ活動の時間を利用し，専門

家の講演やＤＶＤ等の防災教材により，様々な危

険や災害に，自主的に対応できるよう防災意識の

向上を図る。

ク 人権教育課 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ ホームルーム活動（人権）の他，委員活 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

動や日々の活動など様々な機会をとらえて生

徒の人権意識の高揚を図り，啓発活動に努 ①「人権意識が高まった」と答えた生徒の割合を８ （評定）

める。 0％以上にする。

②(ｱ)「人権委員会だより」を年６回発行する。

②(ｲ)「人権委員会だより」を読んでいる生徒の割 （所見）

合を60％以上にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①ホームルーム活動（人権）や行事等で，自分の

意見を発言し，他人の意見もしっかり聞くことがで

きるなど，生徒に主体的に参加・体験をさせる。
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②「人権委員会だより」を生徒主体で作成し，ホー

ムルーム活動の展開にも利用する機会をつくり，

家庭にも配布するなど啓発活動に積極的に活用

する。

２ 人権教育の充実を図り，全職員でいじめ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 。

防止に向けて取り組む。

①「いじめは人間として許されない」と100％の生徒 （評定）

が認識している。

②先生はいじめの防止に真剣に取り組んでいる」

と答えた生徒の割合を90％以上にする。 （所見）

活動計画 活動計画の実施状況

①教育活動全体を通じて，お互いの人格を尊重し

合える校内環境をつくる。

②生徒の日常の言動と行動に注意を払い不適切

な場合は指導する。

３ 職員の人権研修の機会を多く持ち，人権 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

意識の高揚を図り，啓発に努める。

①職員の人権研修の機会を持って，人権意識の （評定）

高揚を図る。校外の人権研修会への参加を各職

員年1回以上持つ。または、外部講師を招いた校

内研修会に各教員は年1回以上参加する。

（所見）

②職員による人権教育評価において，「普遍的視

点からのアプローチ」と「個別人権課題」について

ホームルーム活動や教科指導の中で，「実践でき

た」「だいたい実践できた」と回答した割合を90％

以上にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①人権教育課は，研修会や講演会を行事計画に

できるだけ掲載し，掲載できない分はなるたけ早く

事前の案内をする。

②研究授業を中心に学年別研修を行い，生徒にと

って実りあるホームルーム活動にする。また，教科

における授業についても人権教育を念頭において

実施する。

ケ 保健・教育相談課 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 自分の心やからだの健康に関心を持ち， 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

課題解決に向けて実践できる生徒を育成す

る。 ①学校評価アンケートにおける「あなたは，自分の （評定）

心やからだの健康に関心を持ち，健康な生活を送

るよう心がけている」に「あてはまる」と回答した生
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徒の割合が80％以上にする。

（所見）

②学校評価アンケートにおける「学校は生徒の安

全や健康管理に十分注意している」及び「学校で

は健康や安全に配慮した指導が行われてい

る」について，｢あてはまる」と回答した生徒及

び保護者の割合が80％以上にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①生徒保健委員会において生徒の自主的な活動

を推進し，学校全体の生徒の保健意識の向上や

啓発を図るために，次の活動を行う。

(ｱ) 石けんの点検・補充

(ｲ) 文化祭で健康意識の啓発展示

(ｳ) 保健ホームルーム活動

(ｴ) 保健だよりのポイント説明・配布

②生徒の心身の健康管理及び保健指導の充実を

図るために，次の活動を行う。

(ｱ) 保健だよりを年間10回以上発行する。

(ｲ) 応急処置を適切に行うとともに，担任や特

活課，保健体育科等との連携をさらに密に図る。

２ 生徒がはつらつとして充実した学校生活 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

を送れるよう支援する。

①カウンセリングデーの相談室待機を１００％にす （評定）

る。

②学期に２回以上は,不登校傾向にある生徒や気

になる生徒の把握をして，カウンセリングの実施等 （所見）

の適切な支援を図る。

③不適応の症状が見受けられる生徒の把握に努

め，早期に校内の関係者との連携を学期に２回以

上図る。

④人間関係づくりワークショップの実施後のアンケ

ートで「有意義であった」と答えた割合を80％以上

にする。

⑤特別支援教育の取り組みを保護者に年１回以

上説明する。

活動計画 活動計画の実施状況

①カウンセリングデーの広報をする。

②（ｱ）課内会議やケース会議を随時開催す

る。

（ｲ）必要に応じてスクールカウンセラー派

遣の要請をしたり，関係機関との連携を図

る。

③担任・学年団や人権教育課からの情報収集に

努め，共通理解を図り，生徒の支援をする。
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④人権教育課と協力して有意義な実施に努める。

３ 食堂やパン販売の利用について正確な 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

情報を伝え，マナーを守った気持ちよい利用

の推進を図る。 ①食堂の営業日・営業時間の連絡を100％正確に （評定）

行う。

②学期に１回以上は，生徒の利用状況の把握に

努める。 （所見）

活動計画 活動計画の実施状況

①営業日やメニューの教室掲示を適切に行う。

②生徒の利用状況を把握するために，必要に応じ

てアンケートを行う。

４ 公共物をマナーを守って利用する公共心 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

の育成に努める。

①セミナーハウスの使用について，正しく利用でき （評定）

た割合を90％以上にする。

②厚生委員会主催の大掃除を年２回は実施す

る。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

①(ｱ) 定期的に点検を行う。

①(ｲ) 貼り紙等を掲示することで意識の向上を図

る。

①(ｳ) チェックリストを作り点検時に活用する。

②１学期末・２学期末に大掃除を行う。

５ 福祉的な募金活動に協力する。

評価指標 評価指標による達成度 総合評価

①福祉的な募金活動に年２回以上協力する。 （評定）

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

①厚生委員会の各クラスの生徒厚生委員の活動

として計画する。

６ 奨学金の事務処理を正確に行い，奨学 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

金を申請する生徒の進路実現につなげる。

①奨学金の事務処理を正確に行い，申請する生 （評定）

徒の１００％が正しく申込み，進路実現につなげる

ようにする。

（所見）

活動計画 活動計画の実施状況

①(ｱ) 情報提供及び連絡を正確に行う。

(ｲ) 奨学金の校内締切を守らせる。

(ｳ) 個人情報の含まれる書類の取り扱いには

十分注意を払う。
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（ｴ）申請書類を複数態勢でチェックする。

コ 進路課 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 主体的な学習習慣と確かな学力の育成 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

を図る。

①家庭学習（塾等での学習を含む）1時間以上の （評定）

（１）家庭学習の習慣化を図る。 生徒を75％以上にする。また，各学年で平均家庭

学習時間（塾等での学習を含む）「（学年）＋1」時

（２）確かな学力を身につけさせる。 間以上の生徒を50％以上にする。

（所見）

②「午後9時までに家庭学習を始める」習慣が身に

ついている生徒の割合を70％以上にする。

③「学校の授業内容を理解している」と回答した生

徒の割合を80％以上にする。

④１，２年生の学年単位で，補習の出席率を

95％以上にする。

⑤校外模試における各科目の平均点について，

校内平均点が全国平均点以上となるようにする。

活動計画 活動計画の実施状況

①進路説明会等で，家庭学習の現状とその効果

を保護者に十分理解してもらい，協力を要請す

る。

②生活学習記録表や生活実態調査を通して，現

状の把握に努める。家庭学習が１時間未満の生

徒には，保護者と連携しながらホームルーム担任

が面談を実施し，原因の解明と改善を図る。

③「予習」「授業」「復習」の学習スタイルを確立さ

せ，課題や確認テストを実施し，授業内容の理

解，定着を図る。

④補習に参加することが必要であることを繰り返し

指導する。遅刻・欠席が目立つ生徒には，ホーム

ルーム担任，学年主任，進路課が連携し，段階的

に指導を行う。

⑤校外模試実施前に過去の問題を生徒に配布

し，重要なポイントを指導する。また，終了後は訂

正ノートを提出させるなど，間違えた箇所の復習を

させる。

２ キャリア教育を推進し，早期に進路目標 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

を設定させ，主体的に自分の進路を決定させ

る。 ①１，２年次にオープンキャンパスやインターンシ （評定）

ップなどの体験活動に１回以上参加した生徒の割

合を80％以上にする。
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②２年生の１１月末の進路調査で，「進路目標が （所見）

明確になっている」と回答した生徒の割合を90％

以上にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①あらゆる機会を通じて，「将来の自分の生き方」

を考えさせるとともに，体験的活動の広報に努め２

年生終了までには必ず１回は参加させる。各課と

連携し自主的に職業研究，学問研究，大学・学

部・学科研究に取り組ませる。

②生徒や保護者に進路情報を提供し，各自の進

路目標を設定させ，その実現に向けて主体的に学

習する態度を育成する。また，「若楠」や「進路ニュ

ース」を活用し，進路意識の高揚を図る。

３ 生徒の個性や創造力を伸長させて，進路 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

希望を実現させる

①就職希望者と定期的に面談を行い，２学期末ま （評定）

でには，就職未決定者をゼロにする。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

①企業就職希望者と早い時期から面談を重ね，

希望の業種や職種を絞り込み，希望する企業から

求人を得られるよう，精力的に職場開拓を行う。

②公務員希望者には，公務員試験対策の専門家

を学校に招き講習会を実施し，社会性の確立を目

指す。

③就職・公務員模試を年間６回実施し，進路を実

現する確かな学力向上を図る。

４ 地域社会に貢献できる人材の育成に向 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

けキャリア教育を推進し，自主的な行動力を

身に付けさせる。 ①就職ガイダンスや公務員セミナーなどの体験的 （評定）

活動を通して，主体的に自ら考える力を育て，就

職を希望する生徒全員が，希望する進路を実現で

きる。

（所見）

活動計画 活動計画の実施状況

①望ましい職業観・勤労観の育成に向け，職業別

説明会（１年），公務員セミナー，就職ガイダンス

（２年，３年）等の体験活動により，職業理解や働く

意義を学ばせる。

②卒業後就職したい仕事を自らが見つけ，その目

標に向け，継続的に努力し，自主的な行動力が身

に付くように導く。

サ 生徒課 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ
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重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 生活習慣の確立を図り，健全な生活態度 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ①

を育成する。

①頭髪・服装の違反者を減少させ， 再点検指導 ① （評定） ②

生徒の割合を0.5％以内にする。

③

②遅刻者の数を昨年度より10％減少させる。 ②

（所見）

③教員による登校指導を月１回，生徒による「あい ③ ①

さつ運動」を学期に１回実施する。

②

活動計画 活動計画の実施状況 ③

①月初めのクラス単位の服装頭髪点検，学期初 ①

めの学年一斉指導を実施する。常日頃から清潔

感のある制服の着こなしができるように，学年団と

連携・協力をしながら常時指導を徹底する。

②遅刻指導週間を実施するとともに，多遅刻生徒 ②

の指導を徹底する。

③生徒会や生活委員と協力しながら自発的な挨 ③

拶を喚起する。

２ 交通ルールを遵守させ， 安全意識の向 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ①

上を図る。

①自転車交通事故を昨年度（１１件）より減少させ ① （評定）

る。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

①。

①(ｱ) 登校指導を月１回以上，徳島北署やPTAと ①

の合同指導を年３回実施する。 ①

①(ｲ) 交通事故の状況について，職員・生徒・保 ①

護者の共通理解が図れるよう，情報を提供する。

①(ｳ) 交通安全講話を実施する。 ①

３ 携帯電話の安全な使い方を通して，情報 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ①

モラルの育成を図る。

①携帯電話の安全な使い方についての講演会を ① （評定）

年１回以上実施する。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

①

①各関係機関と連携し，携帯電話安全教室を行 ① ②

い，情報社会におけるモラルを身につけさせる。

②「人権教育ホームルーム活動」や「情報」の授業 ②

においても情報モラル教育を推進する。
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（２）学年

ア １学年 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 生徒一人一人の進路目標に応じたコー 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

ス・科目選択ができるように，目標を明確化さ

せ，自主的・主体的に学ぶ態度を育成する。 ①家庭学習ゼロ時間の生徒を5.0％未満とし，平 （評定）

均家庭学習時間を120分以上とする。

（１）学習習慣の確立を図る。

②各学期ごとの欠点保有者を3.0％以内にする。

（２）基礎学力の定着を図る。 （所見）

③「学校での取り組みが職業観の育成に役立って

（３）個々の個性や能力に応じた，望まし いる」と答えた生徒の割合を80％以上にする。

い職業観を育成する。

活動計画 活動計画の実施状況

①学校の授業を中心に据えた，［予習→授業→復

習］のサイクルのために日々の生活記録を指導に

活用する。

②定期考査前には，弱点教科の補講を実施して，

苦手な教科の補強をめざす。また，欠点保有者と

の面談を行い，改善策を検討する。

③ホームルーム活動，総合的な学習の時間，学

年集会において，適切な進路指導を行う。また，生

徒の悩みや不安を把握し助言できるような支援体

制を確立する。

２ 自ら進んで行動し，社会性や公共心を身 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

に付けた，豊かな人間性の育成を図る。

①月5回以上の遅刻者をゼロにするとともに，頭 （評定）

（１）基本的な生活習慣を確立する。 髪・服装違反者をゼロにする。

（２）優れた人権意識や豊かな国際感覚を持 ②生徒相互のよりよい人間関係を育成するための

ち，地域のリーダーとして活躍できる実践力を 行事や集会を，各学期に1回は行う。 （所見）

養成する。

③「人権意識の向上」に関するアンケートにおい

て，「あてはまる」と答えた生徒の割合を90

％以上にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①全ての教員が生徒の生活指導に関わり，指導･

支援する。また，多遅刻者，多欠席者について保

護者にも協力を求める。頭髪・服装検査で違反の

目立つ生徒については，担任・学年主任・生徒課

長・学年団で情報を共有し，指導する。

②人間関係づくりワークショップ（アサーション･トレ

ーニング）を実施する。また学校行事や学年集会

等において，人間関係を大切にした行動がとれる

よう，時節に応じた指導を行う。
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③人権問題学習を通して，人権意識の高揚と人権

尊重の態度を育成する。また全教員があらゆる機

会を通じて，人権感覚・国際感覚の育成に向けて

生徒を支援する。

イ ２学年 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 生徒の個性や創造性を考慮し,進路目標 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

を明確化させるとともに，自信を持って主体的

に学ぶ態度を育成する。 ①家庭学習０時間の生徒を5.0％未満にし，平均 （評定）

家庭学習時間を1５０分以上とする。

（１）学習習慣の確立を図る。

②各学期ごとの欠点保有者を全生徒の3.0％以内

（２）基礎学力の定着を図る。 にする。 （所見）

③「生徒の適性や希望を生かした進路指導を行っ

（３）自己肯定感に裏打ちされた進路目標 ている」と答えた生徒の割合を80％以上にする。

の確立を図る。

活動計画 活動計画の実施状況

①生活記録の徹底活用，学年教科担任間の連携

を図る。

②定期考査前には，弱点教科の補講を実施して，

苦手な教科の補強をめざす。また，欠点保有者と

の面談を行い，欠点の多い生徒については保護

者を含めた三者面談を実施して改善策を検討す

る。

③ホームルーム活動や学年集会において，適切

な進路指導を行う。また，生徒の悩みや不安を把

握し助言できるような調査方法および支援体制を

確立する。

２ 自ら進んで行動し，社会性や公共心を身 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

に付け，地域社会に貢献できる豊かな人間性

の育成を図る。 ①月5回以上の遅刻者をゼロにするとともに，頭 （評定）

髪・服装違反者をゼロにする。

（１）基本的な生活習慣を確立する。

②生徒相互のよりよい人間関係を築かせ，社会性

（２）人権を尊重する豊かな心を持つとともに， を育成するための行事や集会を，学期に２度以上 （所見）

高め合う集団の一員としての自覚を持ち，中 行う。

心となって活躍できる実践力を育成する。

③「人権意識の向上」に関するアンケートにおい

て，「あてはまる」と答えた生徒の割合を８５％以上

にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①全ての教員が生徒の生活指導に関わり，指導・

支援する。また，多遅刻者，早朝補習の多欠席者

について保護者にも協力を求める。頭髪・服装検

査で違反の目立つ生徒については，担任・学年主
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任・生徒課長・学年団が情報を共有し，指導する。

②学校行事や集会において，主体的に取り組む

姿勢や人間関係を大切にした行動がとれるよう指

導を行う。

③人権問題学習を通して，人権意識の高揚と人権

を尊重する態度の育成を図るとともに，あらゆる機

会を捉え，人権感覚・国際感覚の育成に向けて全

ての教員で支援する。

ウ ３学年 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 進路目標の明確化を図り，自ら学ぶ姿勢 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

を育成して，進路実現を図る。

①進路目標を明確にできるように個人面談をクラ （評定）

ス担任を中心に学期に２回以上行う。

②生活記録等を有効活用し，平均家庭（自主）学習

時間を200分以上にする。 （所見）

③就職希望者との面談を定期的に行い，卒業時

において，全員の就職を達成する。

④進路実現に向けて，進路課と連携し，学期に１

回以上進路検討会を開く。

⑤アンケートにおいて，「徳島北高校で３年間を過

ごしてよかった」と答えた生徒の割合を，90％以上

にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①個人面談をクラス担任を中心に計画し，必要に

応じて，教科担任・部活顧問・養護教諭等の協力

も得て実施する。

②「生活記録・学習計画」の記録をする時間をホー

ムルーム活動等で設け，常に振り返る習慣をつけ

させる。

③④⑤進路課と学年団が情報の共有を図り，生

徒一人一人が持っている個性や創造性も生かした

進路実現を支援する。

２ 基本的な生活習慣の確立を図り，人権を 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

尊重する豊かな心を育成し，好ましい人間関

係を築けるようにする。 ①月５回以上の遅刻者をゼロにする。 （評定）

②服装頭髪の違反者を減少させ，再点検指導生

徒の割合を１％以下にする。

（所見）

③学校評価アンケートで「自らあいさつができる」と

答えた生徒の割合を，90％以上にする。
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④学校評価アンケートで「清掃に協力して取り組ん

だ」と答えた生徒の割合を，90％以上にする。

⑤学校評価アンケートで「友好的な人間関係を築

けている」と答えた生徒の割合を90％以上にす

る。

活動計画 活動計画の実施状況

①常に保護者との連絡を密にし，協力を得る。

②生活習慣や服装頭髪の改善については，本人

の自覚を促すのはもちろん，保護者の協力も得ら

れるように連携を図る。

③会釈や挨拶が生徒自らできるようになるため

に，教師からも挨拶や声かけをするように心掛け

る。

④清掃分担の明確化や手順の指導を図る。

⑤不適切な言動に対しては，学年団で早めに対応

し，良好な人間関係が再構築されるように各方面

からの態勢を整えて指導に当たる。

（３）教科

ア 国語科 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 家庭学習の習慣をつけさせ，自主的に学 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

習する態度を育成する。

①週末課題の提出率を70％以上にする （評定）

活動計画 活動計画の実施状況

（所見）

①(ｱ) 生徒の実態に応じた適切な量や内容の課

題を与える。

①(ｲ) 実力テストと週末課題の範囲を一致させ，

計画的な学習を意識させる。

２ 授業を工夫して学習意欲を喚起し，基礎 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

学力をつけさせる。

①学校評価アンケートで，授業内容を「よく理解で （評定）

きている」｢まあまあ理解できている｣と答えた生徒

を85％以上にする。

②授業にアクティブラーニングを適宜取り入れる。 （所見）

活動計画 活動計画の実施状況

①調べ学習や言語活動を充実させ，生徒相互の
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学習を促す。

②授業の中で自ら考えたり， 表現したりする時間

を持つ。

３ 様々な視点や豊かな表現に触れ，自分な 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

りの発展的な学力の伸長につなげる。

①読書感想文，新聞感想文等の提出率を85％以 （評定）

上にする。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

①(ｱ) 図書館を利用した学習を実施し，調べ学習

や読書を促す。

①(ｲ) 長期休業中には読書感想文，新聞感想文

等を課し，作品として文章にまとめさせる。

イ 地歴・公民科 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 演習課題，単元テストなどを実施し，学習 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

習慣の定着と基礎学力の向上を図る。

①演習課題の提出が95％以上にする。 （評定）

②家庭学習をしている生徒の割合を70%以上にす

る。

（所見）

③定期考査の欠点者数をゼロにする。

活動計画 活動計画の実施状況

①②家庭学習習慣を身につけさせ，演習課題を確

実に提出することにより，基礎学力の向上につな

げる。

③単元テストや要点整理プリントを活用し，定期考

査で内容の確認を行う。

２ 自ら考える態度や知識を主体的に使いこ 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

なせる表現力を培う。

①時事問題や社会的事象に興味を持たせ，各学 （評定）

期に１回以上は文章による表現をさせる。

②資料等を活用し，興味・関心を高め，作業学習

や思考力を問う問題を定期考査等で１つ以上出題 （所見）

し，論述問題の白紙解答を５%未満にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①時事問題テストなどを通して，時事問題を身近

に感じさせ，社会的事象について自分なりの意見

を持たせ，レポート形式で提出させる。
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②課題を提示し，その課題を各科目の観点から考

えさせ，文章で要約や説明をさせる。

ウ 数学科 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 授業の工夫・改善と充実に努め，計画的 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

な家庭学習を促し，確かな学力身に付けさせ

る。 ①確認テストの合格率を80％以上にする。 （評定）

②授業評価アンケートで「復習を（きちんと・ときど

き）している」と答えた生徒の割合を80％以上にす

る。 （所見）

③「授業の理解度」に関するアンケートにおいて，

「概ね理解できている」と答えた生徒の割合を80％

以上にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①単元の学習目標を達成するために確認テストを

行う。不合格者（60点未満）に対して再指導・再テ

ストを行い徹底を図る。

②「週末課題」，「日々題」等を実施する。効果的な

学習ができるように内容を吟味し，学習状況に合

わせせて，取り組みやすい課題を与える。

③学期ごとに授業の理解度を調査するとともに生

徒の声を授業改善に反映させる。

エ 理科 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 理科に対する興味・関心を高め，自ら学 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

ぶ姿勢を身に付けるとともに，科学的なもの

の見方・考え方を養う。 ①実験・観察を年間5回以上実施する。 （評定）

② 授業評価アンケートにおいて，興味・関心があ

ると回答した生徒を80％以上にする。

（所見）

活動計画 活動計画の実施状況

①生徒が行う実験だけでなく，演示実験もできるだ

け実施し，観察・考察の機会を多く設ける。

②生徒が作成する実験レポートやアンケート等に

より生徒の理解度・考察力を確認する。

２ 学習習慣の定着と学力の向上を図る。 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
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①授業評価アンケートにおいて，生徒の理解度を （評定）

80％以上，授業内容の満足度を90％以上にする。

②家庭学習を平均週２時間以上にする。

（所見）

活動計画 活動計画の実施状況

①アクティブ・ラーニング型授業を各単元に複数回

取り入れ，分かる授業の実践に取り組む。

② 小単元ごとに整理プリントや問題演習を与え，

授業内容の復習に取り組む家庭学習を促す。

オ 保健体育科 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 普通救命講習を受講させる。 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

①１年生の受講率を100％にする。 （評定）

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

①(ｱ) 板野東部消防組合と連携を取りながら，心

肺蘇生法の実習を実施し，実習を通して命の大切

さを理解させる。

①(ｲ) 傷病等で受講できない者については，後日

体育科教員が実施する。

２ スポーツテストを利用し，体力の向上を図 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

る。（特に女子の体力強化に重点を置く）

①スポーツテストの総合評価C以上を70％以上 （評定）

にする。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

①(ｱ) 毎時間体づくり運動を実施し，運動量を確

保する。

①(ｲ) 運動中，個々の生徒に対する声かけをこま

めに行う。

３ 持久走について標準記録達成者を増や 評価指標 評価指標によるうえ達成度 総合評価

す。

①標準記録を男子３Km15分以内，女子２Km （評定）

12分以内とし，達成した者を全体の70％以上にす

る。

（所見）

活動計画 活動計画の実施状況

①(ｱ) 持久走の実施時間数8時間を確保する。

①(ｲ) 毎時間取り組む態度をしっかり指導する。

①(ｳ) 体育理論を通じて合理的疾走フォームの理
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解をさせて実践させる。

カ－１ 芸術科（音楽） ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 授業に意欲的に取り組み，音楽を愛好す 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

る心情を育て，感性を高め，主体的な表現活

動や鑑賞に取り組む姿勢を育てる。 ①全授業時数のうち30％以上の時間で，自己 （評定）

評価表又はレポートを提出させる。

②グループ演奏の全練習量の中に占める「合わ

せ練習」の割合を30％以上にする。 （所見）

活動計画 活動計画の実施状況

①音楽の諸領域を幅広く学習することで，音楽を

深く味わおうとする意欲を育てる。

②グループで合わせる練習を通して自分のパート

を確認するとともに，メンバーと協力することの大

切さを学び，コミュニケーション能力を育てる。

カ－２ 芸術科（美術） ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 授業に意欲的に取り組み，美術を愛好す 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

る心情を育てる。さらに感性を高め，主体的

に表現活動や鑑賞に取り組む姿勢を育てる。 ①授業評価アンケートにおける「興味・関心があ （評定）

る」「充実している」と答えた生徒の割合を90％以

上にする。

②主体的・意欲的に個性的な自己表現活動に取 （所見）

り組めているかを把握するために，作品の進行チ

ェックシートを毎学期の制作作品ごとに提出させ

る。

③期限までに生徒自身が納得のいく作品を完成

できるよう配慮し，作品の提出率を100％にする。

活動計画 活動計画の実施状況

①アンケートの結果を参考にし，授業において，興

味・関心を持たせる指導を心がける。

②適切な助言により生徒の個性的な表現を伸長

するよう心がける。

③進行が遅い生徒には放課後，個別指導的な時

間を設け，それを補う。
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カ－３ 芸術科（書道） ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 授業に意欲的に取り組み，書を愛好する 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

心情を育て，感性を高め，主体的な表現活動

や鑑賞に取り組む姿勢を育てる。 ①授業評価アンケートの「興味・関心がある」 （評定）

「充実している」生徒の割合を90％以上にす

る。

②基本的な知識・技能を身に付け，主体的な表現 （所見）

活動を促し，単元ごとの生徒の作品や自己評価カ

ードの提出率を100％にする。

③創作力を高め，自己表現としての作品を認め合

う姿勢を養うために，年間３回以上創作指導を行

う。

活動計画 活動計画の実施状況

①校外での書道展の案内や作品の紹介，更に書

道の歴史を確認し，多様な教材を取り入れる。

②視聴覚機器を用いて範書し，実技の向上を図

る。生徒一人一人の個性や創造性をいかした個別

指導を行う。

③グループ学習の形態をとりいれ，お互いの感性

を認め合い尊重する態度と言語活動の充実を図

る。

キ 英語科 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 英語に興味を持ち，自主的に英語学習に 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

取り組む生徒を育てる。

①英語への関心がある生徒の割合を80％以上に （評定）

する。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

①生徒の英語への関心を高める，英語学習に積

極的に取り組む手助けとなる補助教材等を作成す

る。

②英語や外国に興味を持てるような異文化学習

会を年２回実施する。

２ 生徒の英語の基礎力を充実させる。（１， 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

２年生）
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①日々題の取り組み率を100％にする。 （評定）

②週末課題の取り組み率を100％にする。

（所見）

活動計画 活動計画の実施状況

①日々題を週２回以上課す。

②週末課題を２週間に１回以上課す。

３ 生徒の英語の応用力を伸ばす。 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

（３年生）

①語彙力の強化と英作文力の強化を図る。 （評定）

活動計画 活動計画の実施状況

（所見）

①日々題を用いて、ボキャビルと英作文を３年生

全員に課す。

ク 家庭科 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 生活に必要な基礎的な知識や技術を習 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

得させるとともに，生活の充実向上を図る能

力を育成し生活の自立をめざす。 ①実習・実験を全授業時数の５／１０（５０％）実施 （評定）

をめざす。

②成功体験を実感させるために，各種コンクール

に１回以上応募させる。 （所見）

③ボランティア精神を養うために，防災教育やボラ

ンティアに関する授業を１回以上行う。

活動計画 活動計画の実施状況

①(ｱ) 実験・実習を25時間以上取り入れ，基礎的

な技術を身に付けさせる。

①(ｲ) 学習ノートを活用し，定期的に提出させ，取

り組み状況を確認する。

②コンクールなどに応募し意識の向上を図る。

③防災教育を取り入れて命の大切さと他者への

思いやりやボランティア精神を育てる。

ケ 情報科 ＊総合評価：目標を大きく達成…Ａ，概ね目標を達成…Ｂ，目標を達成できなかった…Ｃ

重点課題・重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 次年度に残された課題と方策

１ 情報モラルについて理解し，正しく実践す 評価指標 評価指標による達成度 総合評価

る力を身に付けさせる。

①定期考査でモラルに関する問題の正答率を平 （評定）
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均80％以上にする。

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

①定期的にモラル小テストを行い，知識の定着を

図る。

②情報モラルに関する事例を数多く提示し，意識

を高める。


